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1 はじめに

本稿では，研究室内におけるプログラミング知識
を，ユーザ主導によってマニュアル化するアーキテク
チャを提案する．プログラミング作業中に残す覚え書
きを集約し，オンラインマニュアルとして生成するこ
とが可能となり，組織の知識を再利用することが期待
できる．本アーキテクチャの検証を行うために，プロ
グラミング支援のための協調型オンラインマニュアル
COLM(Collaborative On-Line Manual)を試作し運
用した．ユーザはプログラミング知識を覚え書きとし
て容易にWeb上に残す事ができ，Webブラウザによっ
て管理できる．集約された組織の知識をオンラインマ
ニュアルとして再利用するためには，知識を体系化す
る技術が必要である．この技術として，関連する知識
を連結するための検索技術，Adaptive Hypermedia[2]
などのハイパーテキスト閲覧支援が考えられ，組織内
のユーザが持つ各自の専門的知識を集約し，再利用す
るためには上記の二つの機能を持たせることが重要で
ある．本アーキテクチャの利点として，上記の技術に
関するモジュール独立性が高い点と，開発・拡張の容
易な点が利点として挙げられる．
以下に，本稿の構成を示す．第 2章では，COLMの

アーキテクチャを説明し，マニュアルを生成する流れ
について述べる．また，対象ドメインとなるエージェ
ントプログラミング言語 MiLog[1]の概要についても触
れる．第３章で，実際の実装例としてMiLogの述語リ
ファレンスマニュアルを示し，最後に第 4章で，考察
を行う．

2 COLM概要

2.1 システム構成

文献 [3]では，実践を通して，知識共有における課
題として，(i)個人知識の獲得，及び (ii)知識の内容検
索を挙げている．(i)より，ユーザから個人の知識を引
き出す支援を行う．ナレッジマネジメントを支援する
システムでは，システムを利用していることをユーザ
に極力意識させないよう，システムを設計し，運用す
る必要があるとされている．(ii)より，ユーザーが要求
するプログラミング知識をタスク指向によって検索し，
閲覧を容易にすることを行う．以上に基づき，COLM
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図 1: システム構成

が持つ機能を以下にまとめ，図 1にシステム構成図を
示す．
【Tips管理機構】 ユーザは，Webブラウザを用い

て容易にプログラミングノウハウをTipsとして，Web
上に残すことができる．WWWに接続可能な環境であ
れば，登録，閲覧，修正，及び削除が可能であり，覚
え書きを支援することができる．登録されたTipsはノ
ウハウデータベースに格納される．図 2は，Tipsの登
録，Tips編集，及びブックマーク機能を用いた閲覧支
援の例である．
【検索機構】ユーザの意図や内容を考慮した検索に
よって，ユーザの要求に合う知識を効率良く収集する
支援を行うことができる．
【マニュアル生成機構】ユーザの利用目的やドメイ
ンに対する理解に合わせてマニュアルを生成する機能
を持ち，オンラインマニュアルのインタフェースを生
成する．

2.2 マニュアル生成

本アーキテクチャによって，どのようにマニュアル
が生成されるのかを図 1を用いて説明する．

➀ ユーザの要求する情報を表示するために，マニュ
アル生成機構は，ユーザの要求を満たす検索要求を検
索機構に送る．

➁検索機構は検索要求を受け，各データベースに問
い合わせる．

➂検索機構で得られた結果を，マニュアル生成機構
に渡す．

➃ マニュアル生成機構は，得られた結果とテンプ
レートをもとにインタフェースを生成する．
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図 2: 覚え書き支援

2.3 対象ドメイン

本稿では，マニュアルの対象ドメインとして，本研究
室で開発され，運用されているエージェントプログラ
ミング言語 MiLogを用いる．MiLogは，モバイルエー
ジェント開発環境であり，E-Commerceや情報抽出な
ど様々な研究で用いられている．MiLogは，Prolog形
式のプログラミング言語であり，以下のようなエージェ
ントを操作するための様々な述語が定義されている．

　述語：request/2,3

　説明：他のエージェントインタプリタに問い合わせを与え
　　　　る．そのインタプリタが動作中の場合には失敗する
　例　：?- append( init, write(ok)).

　　　　　 Yes

　　　　エージェント initに命令 write(ok)を問い合わせ
　　　　る．initのインタフェース上に"ok"が表示される

3 実装とマニュアル作成
本アーキテクチャに基づいて，MiLogの述語リファ

レンスマニュアルを作成する．本システムは，WebOb-
jects 1を用いたWeb アプリケーションとして実装さ
れ，Webブラウザを用いて利用することが可能である．
検索機構には，高速全文検索モジュール SUFARY2 を
用い，即時的にマニュアルを生成することが可能であ
る．述語リファレンスマニュアルでは，MiLogの述語
から使用例を引くことが目的であり，指定された述語
から関連する項目を含む Tipsへのハイパーリンクを
動的に生成する必要がある．
以下，述語リファレンスマニュアルの作成例を示す．

実際のインタフェースは図 3になる．
1. 述語リファレンスマニュアルページでは，MiLog

の述語の一覧がアルファベット順で表示される．ユー
ザが詳しい情報を要求する述語をクリックすると，検
索機構に検索要求を渡す．例では，述語”append” に
関連するリファレンスを引くとする．

2. 検索機構では，検索要求として文字列「append」
を受ける．検索機構 SUFARY は，各データベースに
対して文字列「append」を検索する．

1http://www.apple.com/webobjects/
2http://nais.to/ yto/tools/sufary/

図 3: 述語リファレンスの例
3. ユーザの覚え書きであるノウハウが格納されてい

る「ノウハウデータベース」と述語の定義が格納され
ている「述語データベース」に対する全文検索の結果
が，マニュアル生成機構に渡される．

4. 検索結果である述語の定義と，その述語の使用例
としてTipsの一覧を同時に表示する．図 3では，イン
タフェースの上方に述語 ”append” の定義と簡単な説
明，下方に文字列「append」を含む Tipsが使用例と
して表示されている．

4 おわりに
本稿では，ユーザの能動的な活動である覚え書きに

基づく知識共有システムとして，協調型オンラインマ
ニュアルCOLMを試作した．COLMは，組織内に散在
する覚え書きを一元的に管理し，組織内のプログラミ
ングノウハウを集約しマニュアルとして生成するアー
キテクチャを持ち，次のような場合に有用であると考
えられる．研究室のように，長年にかけて同様な研究
を行うが，人材流動が激しく知識が組織に残りにくい．
MiLogのような閉じたコミュニティで用いられる開発
環境やプログラミング言語であり，マニュアル整備が
完備されていない．上述したように，本アーキテクチャ
は，マニュアル整備が困難であり，実際使用する側で
あるユーザが主導となってマニュアルを作成する必要
がある場合に適する．
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